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　芝浦工業大学柏中学高等学校の門をくぐられた中学校 188
名、高等学校 305 名の皆さん、入学おめでとう。これから、
勉強や各種行事、クラブ活動など充実した学校生活を送って
ください。
　皆さんは 2011 年の東日本大震災や 2020 年からの新型コロ
ナウイルスのパンデミックを経験してきた世代です。保護者
の皆さんは福島第一原発事故が起きた時、幼いわが子の健康
に非常に気を遣われたことと存じます。また、コロナ禍では、
ご家族の健康をどう守るのか、さまざまなご苦労をされまし
た。それだけに、真新しい制服に袖を通したお子さまの成長
した姿に喜びもひとしおではないでしょうか。
　折しも、今年１月１日に能登半島において最大震度７とい
う大きな地震が発生しました。今日、この場に集った皆さん
の中には親戚や知り合いが被災したという方もいることでし
ょう。本校に入学する皆さんは、被災地の能登半島でも入学
式が行われ、家族を失ったり、自宅が倒壊したりしている中
で式典に参加している方々がいることに思いを巡らせてくだ
さい。そして、首都圏でも直下型の大地震が起きることが想
定されていることにも留意したいと思います。
　ところで、世界に目を向ければ、新型コロナウイルスに代
表される新たな感染症や地球温暖化による気候変動、ロシア
やイスラエルによる地域紛争に加え、科学技術の進歩に伴う
ＩＣＴ技術の急速な発展により社会は複雑化し、予測困難な
時代を迎えたと言われています。
　このような時代だからこそ、さまざまな社会課題に他者と
ともに助け合いながら、主体的に立ち向かえる人材が求めら
れているのです。近年、ダイバーシティーということが叫ば
れていますが、他者との協働という文脈で考えてみると、そ
の意味の重さが理解できます。
　書家、詩人として知られる相田みつをさんの作品に「ただ
いるだけで」という作品があります。集団での生活では意見
がぶつかることもあることでしょう。そうした中で、相田さ

んの作品のような気持ちを持ち、バックグ
ラウンドが異なる相手を尊重することを一
人ひとりが意識するなら、分断を生むこと
なく、協働しながら課題を解決していくこ
とができるのではないでしょうか。
　ピンチをチャンスととらえ、豊かな未来社会の実現のため
に貢献しようとという主体的な意志を持ち続けるなら、必ず
や新しい時代を切り開いていくことができることでしょう。
　1980 年に開校した本校の教育理念は「創造性の開発と個性
の発揮」です。理工系大学の併設校として、その理念を大切
にし、一人ひとりの生徒の成長に寄り添いながら教育活動を
行ってまいりました。
　今年度からは文部科学省によるスーパーサイエンスハイス
クール第Ⅲ期の指定校として、本校ならでは教育をさらに発
展させてまいります。芝浦工業大学との連携をさらに強固な
ものにして、生徒の知的好奇心を育み、主体的に学ぶ力を醸
成する探究的な学びをより深化させ、生徒一人ひとりの「創
造性の開発」に突き進んでいきたいと考えています。
　夢や希望を胸にした新入生の皆さん、今日のこの日の思い
を大切に、本校での学校生活を充実させてください。私たち
教職員は保護者の皆様と連携を密にしながら、皆さんの成長
に寄り添っていくことを誓い、式辞といたします。

©相田みつを美術館

　2024 年度　入学式式辞 校長　　中根　正義
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可能性は無限大～自分を信じて挑戦しよう～
中学 1年学年主任

新入生の皆さん、入学おめでとうございます！
　これから始まる中学校生活は、新しい経験や発見の連続です。勉強や部活、
委員会活動など、自分のやる気次第で主役になることができる機会がたくさん
あります。でも時には壁にぶつかることもあるかもしれません。しかし、皆さ
んのまわりには同じ目標に向かって頑張る仲間、親身になって支えてくれる先
生、そしていつも温かく見守ってくれる家族がいることを忘れないでください。
　中学校生活では、自らの問いを立て、知識の海を冒険し、未知との遭遇を楽
しんでください。そして、自分の興味関心をどんどん深めてください。と同時
に、常に思いやりの心を忘れずに、周りの人と協力しながら、充実した中学校
生活を送ってほしいと思います。皆さんのこれからの活躍を期待しています！

「自分との違い」の発見
中学生徒会長

　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。在校生
一同、心より歓迎申し上げます。突然ですが、皆さんは今
どんなお気持ちでしょうか？二年前、僕は不安な気持ちで
いっぱいでした。しかし、芝柏の優しい先輩方、同級生と
話をしていくうちに、「自分とは違う」人たちと接すること
の面白みを知り、不安な気持ちはなくなりましたし、自分
の性格も大きく変わりました。これから部活や委員会活動
とたくさんの人と関わる機会があると思いますので、ぜひ
「自分とは違う」人と触れ合うことで自分の新たな可能性・
視野を広げていってください。

歓 迎 の 言 葉歓 迎 の 言 葉

歓迎の言葉
高校生徒会長

　新入生の皆様、御入学おめでとうございます。在校生一同、
心待ちにしておりました。
　これから始まる学校生活に胸を躍らせている方もいらっ
しゃるのではないでしょうか？
　どんな経験や思い出ができるかは、皆さんにかかってい
ます。ぜひ行事や自分がしたい事に挑戦して欲しいと思い
ます。また、今日から義務教育ではなくなります。与えら
れ守られる立場から卒業し、自分の行動や予定に責任を持
ち、考えて行動しましょう。それでは、これからの学校生
活を共に盛り上げていきましょう。

倜儻不羈なチームを目指して
高校 1年学年主任

　高校 45 期生の皆さん、保護者の皆さま、ご入学おめでとうござ
います。皆さんの入学を心から歓迎します。
　連絡進学生と高校からの入学生、一言で括れますが、それぞれ
の道のりを経て集まった 305 名は、今日から同じ学び舎で生活す
る仲間となります。芝柏（シバカシ）の伝統を築き、新しい道を
拓くものたちとして、出逢う友を大切にしてもらえたら嬉しいです。
　充実した高校生活を通して、倜儻不羈なチーム 45 期が育まれる
ことを楽しみにしています。これから３年間、共に楽しみ、共に
成長していきましょう。


